
 

「個別の教育支援計画」の様式について 
 

様式の説明 

 【様式１】フェイスシート（診断名・療育手帳・利用デイサービスなどの基本情報） 

※すべての学校園／学年で、共通のものを活用します 

 【様式２】発達の様子・目標・配慮／支援方法 

※子どもの実態に応じて、一人ひとりの的確な支援ニーズを反映できるものを使用します 

① ０歳～５歳程度の知的発達段階用 

② 小学生程度の知的発達段階用 

③ 知的発達の遅れが見られない、主に中学（部）・高校（高等部）生徒用 

（認知発達の遅れがなくても、子どもの特性に応じて、②を選択する場合があります） 

 【様式３】できるようになったことの経年変化 

※①～ ③ 【様式２】と同様に、子どもの実態を的確に反映できるものを使用します 

（認知発達の遅れがなくても、子どもの特性に応じて、②を選択する場合があります） 

 

（見本） 

【様式１】フェイスシート（診断名・療育手帳・利用デイサービスなどの基本情報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（見本） 

【様式２】発達の様子・目標・配慮／支援方法 ①０歳～５歳程度の知的発達段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様式２】発達の様子・目標・配慮／支援方法 ②小学生程度の知的発達段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（見本） 

【様式２】発達の様子・目標・配慮／支援方法 ③認知発達に遅れのない中・高生 

   認知発達に遅れが見られない場合でも、自閉スペクトラム症の特性のある中学部生徒は、 

本人のニーズをより的確に把握するため、基本的に②を使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様式３】できるようになったことの経年変化 ①０歳～５歳程度の知的発達段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（見本） 

【様式３】できるようになったことの経年変化 ②小学生程度の知的発達段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様式３】できるようになったことの経年変化 ③認知発達に遅れのない中・高生 

 

 

 

 

 

 

 


